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（別紙） 

令和４年度 第３回 関東森林管理局国有林材供給調整検討委員会 議事概要 

 

１ 開催日時・場所 

令和４年１２月２６日（月）１３：３０～１５：３０ 

  関東森林管理局 ３階小会議室及び各委員事務室等（書面及び WEB 会議) 

 

２ 議題 

  （１）各地域の木材需給動向 

  （２）国有林材の供給調整の必要性等 

 

３ 検討結果 

 各地域の木材需給の動向や各委員からの報告等を総合的に勘案した結果、現時点では国有林材

の供給調整を行う必要はない。 

 一方で、川上側の原木の出荷状況は順調に推移しているものの、川中の製材及び合板工場にお

いては減産が始まりつつあることから、今後、丸太価格が弱含む等の状況が予想される。価格下

落が続くような状況が見られた場合には、供給調整に備えることが必要であり、国有林において

は、各地域の状況を踏まえた的確な供給に取り込むため、引き続き、関係業界等からの情報収集

や、状況に応じ供給調整の対応策が打てるよう検討をお願いする。 

 

４ 主な情報、意見 

○ 県内では、９月の台風で中部地方を中心に出材量が半分程度と県産材の流通量が減少したこと

から、原木価格は下げ止まりし、10 月以降は若干上昇に転じたような感じを受けている。地域内

の合板メーカーが減産していないことも一因。年明けがピークとなる外材の輸入は、安いものが

入ってくるということで非常に危惧しており、今後、価格動向の注視が必要。一方で輸入材が大

量にあるために国産材で供給調整するというのは違和感がある。 

 

○ 原木価格は横ばいだが、市場によっては、ウッドショック前の価格に戻ってしまったとの話

もある。合板工場は製品価格維持のため２割程度減産している状況。今後、住宅着工戸数の減

により原木価格は下がり気味になるのではないか。 

 

○ 原木入荷は順調、価格は 10 月下旬から値上がりし始め、桧中目材は急騰している。県内の製

材工場では、輸入材の供給不安や価格高騰から地域ビルダーなどからのスギＫＤ平角の引き合

いが増加。県内の新築木造住宅着工戸数は前年同期比で１割減少しているが、県産材を使用す

る工務店における木材価格の不安定さも要因と考えられる。今後、住宅販売やそれに連動した

製材品の荷動きにより、原木の市況がウッドショック前に戻る可能性があるかもしれない。 

 

○ 製材工場では生産を控えている一方、山からの供給は多く丸太が豊富な状況であることから、

原木は弱含みの動きが継続している。原木価格は高くはないが、製材品の売れ行きが芳しくない

ことから、原木を買い急いでいない状況。また、港やプレカット工場の倉庫が外材で満杯になっ

ていたが、さらにウッドショックで木材逼迫時期に契約した外材が今頃入荷し、日本国内に外材

が溢れかえっている。これらの材は契約価格が高く安売りできずに少しずつ売られており、もう

少し在庫の消費が進まないと割安な国産材を売り込もうにも引き取ってもらえない状況。 

 

○ 合板工場では製品の荷動きが悪く原木の入荷制限を継続しており、荷あまり感が出ている。生

産調整を行っていることから、価格の大きな変動はない。大手のプレカット工場の引き合いは通



常に戻りつつあるというメーカーもあるが、中国産針葉樹合板のＪＡＳ認証停止があっても仮需

らしいものは感じられず、在庫は増加傾向というところもある。今後について、木材製品の価格

が弱いことによる合板価格への影響や、住宅ローン金利上昇の住宅着工への影響、資材高騰、光

熱費の値上げ等を心配する声がある。 

 

○ 市場への原木入荷は記録的営業であった昨年を上回るペースとなっており、土場が入荷原木

で満杯で選木が追いついていない状況。入荷量が多いにもかかわらず販売量、販売額は好調

で、共販の落札率も 100％近いことから、今後、横ばいで推移すると想定している。ただし、

製材工場の在庫が多いことから、年明け以降どうなるかを心配する声もある。 

 

○ 原木の入荷量及び販売量は今のところ安定。入荷量は今後も安定の見込みだが、販売量につ

いては、販売先の状況によるので若干不透明感がある。価格については、例年だと２月頃から

の入荷量増に伴い徐々に落ちる状況にあり、今後はそうなるのではないかと考えている。合板

用の大径材は工場側の入荷に制限がかかっており、特に杉大径材があまり気味となっている。

バイオマス用のチップは不足気味になっている。 

 

○ 原木の販売量は前年比で３％増加。桧中目材のみ価格が上昇している。今後、民有林の山土

場直送販売が増える見込み。 

 

○ 製材側の買い控えがあり原木の売れ行き鈍化も想定されること、住宅着工が減少する中で出材

量が前年以上となっていることから、今後、非常に厳しい状況が来るかもしれず、今後の動向に

注視が必要。 

 

○ 在庫が過剰になる、価格がもっと下落するといった状況になれば、少なくとも生産調整する、

というアナウンスには、価格変動を抑制する効果があると考えられる。 

 

○ 年度の途中で減産等の話が出たときに、その時点で国有林の生産・販売を調整する、どのよう

な方法があるのか、検討しておくことが必要。 

 

○ 外材より割安でも国産材が使ってもらえない、ということについては、ＫＤ材やＪＡＳ認証材

のような品質を担保された材が、外材の代わりに使えるほどの供給能力を持たない、特にＪＡＳ

機械等級区分製材に対応した工場が少ないことが課題。ハウスメーカーが安価な材の製造を要求

してくる中で、製造側の考え方を、高くて売れない材はつくらない、から、安価でなくとも品質

保証した材をつくる、に変えることが必要。そのほか、国産材の競争力向上には森林認証の活用

も考えられるが、国有林材が認証材にならないと認証材がある程度まとまった量で出回る可能性

はほとんどないと考えられる。こういったことを含めて、国産材の生産体制を徹底して変えてい

くことが必要。 

 


